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ステップ１ ２人ですると何日かかるか 

１ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 10 日かかり、Ｂ１人ですると

15 日かかります。この仕事を２人ですると何日かかるか、次のように

求めました。 

 

 ⑴ 全体の仕事量を 30 とすると（10 でも 15 でも割り切れる最も小さい

数＝最小公倍数です）、 

   Ａの１日の仕事量は、 

    （   ）÷（   ）＝（   ） 

   Ｂの１日の仕事量は、 

    （   ）÷（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑵ ＡとＢ２人合わせて１日でできる仕事量は、 

     （   ）＋（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑶ この仕事を２人ですると、仕事を終えるのにかかる日数は、 

     （   ）÷（   ）＝（   ）日、となります。 
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２ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 30 日かかり、Ｂ１人ですると

20 日かかります。この仕事を２人ですると、仕事が終わるまでに何日

かかりますか。 
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３ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 24 日かかり、Ｂ１人ですると

40 日かかります。この仕事を２人ですると、仕事が終わるまでに何日

かかりますか。 
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４ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると４時間かかり、Ｂ１人ですると

６時間かかります。この仕事を２人ですると、仕事が終わるまでに何

時間何分かかりますか。 
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５ ある仕事をＡ君が１人ですると 24 分かかり、Ｂ君が１人ですると 40

分かかり、Ｃ君が１人ですると 10 分かかります。この仕事をＡ君とＢ

君とＣ君が３人ですると何分かかりますか。 
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ステップ２ １人ですると何日かかるか 

６ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 10 日かかり、ＡとＢ２人でする

と６日かかります。この仕事をＢ１人ですると何日かかるか、次のよ

うに求めました。 

 

 ⑴ 全体の仕事量を 30 とすると（10 と６の最小公倍数です）、 

   Ａの１日の仕事量は、 

   （   ）÷（   ）＝（   ） 

   ＡとＢの１日の仕事量の和は、 

   （   ）÷（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑵ ⑴より、Ｂの１日の仕事量は、 

     （   ）−（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑶ よって、この仕事にＢがかかる日数は、 

     （   ）÷（   ）＝（   ）日、となります。 
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７ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 30 日かかり、ＡとＢ２人でする

と 12 日かかります。この仕事をＢ１人ですると、何日かかりますか。 
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８ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 21 日かかり、ＡとＢ２人でする

と 12 日かかります。この仕事をＢ１人ですると、何日かかりますか。 
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９ ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 24 日かかり、ＡとＢ２人でする

と 15 日かかります。この仕事をＢ１人ですると、何日かかりますか。 
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ステップ３ 残りの仕事をする問題 

10 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 20 日かかり、Ｂ１人ですると

30 日かかります。この仕事をするのに、はじめはＡだけで 14 日働

き、残りはＢだけすることになりました。 

 

 ⑴ 全体の仕事量を 60 とすると（20 と 30 の最小公倍数です）、 

   Ａの１日の仕事量は、 

   （   ）÷（   ）＝（   ） 

   Ｂの１日の仕事量は、 

   （   ）÷（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑵ Ａが 14 日働いてできる仕事量は、 

   （   ）×（   ）＝（   ）です。 

  

 ⑶ 残った仕事量は、 

   （   ）−（   ）＝（   ）です。 

 

 ⑷ よって、残り仕事にＢがかかる日数は、 

   （   ）÷（   ）＝（   ）日、となります。 
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11 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 20 日かかり、Ｂ１人ですると

15 日かかります。この仕事をするのに、はじめはＡだけで４日働き、

残りをＢだけですると、B は何日働くことになりますか。 
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12 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 30 分かかり、Ｂ１人ですると

25 分かかります。この仕事をＢが 15 分した後、残りをＡだけでする

と、この仕事を終えるのに全部で何分かかりますか。 
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13 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 20 時間かかり、Ｂ１人でする

と 30 時間かかります。この仕事をするのに、はじめは２人で８時間働

き、残りをＢだけですると、この仕事を終えるのに全部で何時間かか

りますか。 
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14 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 18 日かかり、Ｂ１人ですると

30 日かかります。この仕事をするのに、Ａが全体の
1
3をし、残りをＢだ

けですると、この仕事を仕上げるのに全部で何日かかりますか。 
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15 ある仕事をするのに、Ａ１人ですると 12 日かかり、Ｂ１人ですると

15 日かかります。この仕事をするのに、Ａが全体の
2
3をし、残りをＢ

だけですると、この仕事を仕上げるのに全部で何日かかりますか。 
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■ 解答 ■

１ ⑴ 30 、10、③、 

    30 、15、②  

 ⑵ ③、②、⑤  

  ⑶ 30 、⑤、６ 

２ 12 日 

３ 15 日 

４ ２時間 24 分 

５ ６分 

６ ⑴ 30 、10、③、 

    30 、６、⑤ 

  ⑵ ⑤、③、②  

  ⑶ 30 、②、15 

７ 20 日 

８ 28 日 

９ 40 日 

10 ⑴ 60 、20、③、 

    60 、30、② 

  ⑵ ③、14、42 、 

  ⑶ 60 、42 、⑱ 

  ⑷ ⑱、②、９ 

11 12 日 

12 27 分 

13 18 時間 

14 26 日 

15 13 日 
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■ 解説 ■

２ 全体の仕事量を 30 と 20 の LCM の 60

とすると、 

   60 ÷30＝②･･･Ａの１日の仕事量 

   60 ÷20＝③･･･Ｂの１日の仕事量 

   ②＋③＝⑤･･･Ａ＋Ｂの１日の仕事量 

  よって、 

   60 ÷⑤＝12(日) 

 

３ 全体の仕事量を 24 と 40 の LCM の 120

とすると、 

   120 ÷24＝⑤･･･Ａの１日の仕事量 

   120 ÷40＝③･･･Ｂの１日の仕事量 

   ⑤＋③＝⑧･･･Ａ＋Ｂの１日の仕事量 

  よって、 

   120 ÷⑧＝15(日) 

 

４ 全体の仕事量を４と３の LCM の 12 と

すると、 

   12 ÷４＝③･･･Ａの１時間の仕事量 

   12 ÷６＝②･･･Ｂの１時間の仕事量 

   ③＋②＝⑤･･･Ａ＋Ｂの１時間の仕事量 

  よって、 

   12 ÷⑤＝2.4(時間) 

   0.4 時間→0.4×60＝24(分) 

  よって、２時間 24 分 

 

５ 全体の仕事量を 24 と 40 と 10 の LCM

の 120 とすると、 

   120 ÷24＝⑤･･･Ａの１分の仕事量 

   120 ÷40＝③･･･Ｂの１分の仕事量 

   120 ÷10＝⑫･･･Ｃの１分の仕事量 

   ⑤＋③＋⑫＝⑳･･･Ａ＋Ｂ＋Ｃの 

             １分の仕事量 

  よって、 

   120 ÷⑳＝６(分) 

 

 

 

 

７ 全体の仕事量を 30 と 12 の LCM の 60

とすると、 

   60 ÷30＝②･･･Ａの１日の仕事量 

   60 ÷12＝⑤･･･Ａ＋Ｂの１日の仕事量 

   ⑤−②＝③･･･Ｂの１日の仕事量 

  よって、 

   60 ÷③＝20(日) 

 

８ 全体の仕事量を 21 と 12 の LCM の 84

とすると、 

   84 ÷21＝④･･･Ａの１日の仕事量 

   84 ÷12＝⑦･･･Ａ＋Ｂの１日の仕事量 

   ⑦−④＝③･･･Ｂの１日の仕事量 

  よって、 

   84 ÷③＝28(日) 

 

９ 全体の仕事量を 24 と 15 の LCM の 120

とすると、 

   120 ÷24＝⑤･･･Ａの１日の仕事量 

   120 ÷15＝⑧･･･Ａ＋Ｂの１日の仕事量 

   ⑧−⑤＝③･･･Ｂの１日の仕事量 

  よって、 

   120 ÷③＝40(日) 

 

11 全体の仕事量を 20 と 15 の LCM の 60

とすると、 

   60 ÷20＝③･･･Ａの１日の仕事量 

   60 ÷15＝④･･･Ｂの１日の仕事量 

  Ａが４日働いてできる仕事量は、 

   ③×４＝⑫ 

  残りの仕事量は、 

   60 −⑫＝ 48 

  よって、残りの仕事にＢがかかる日数

は、 

   48 ÷④＝12(日) 
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12 全体の仕事量を 30 と 25 の LCM の 150

とすると、 

   150 ÷30＝⑤･･･Ａの１日の仕事量 

   150 ÷25＝⑥･･･Ｂの１日の仕事量 

  Ｂが 15 分働いてできる仕事量は、 

   ⑥×15＝ 90 

  残りの仕事量は、 

   150 − 90 ＝ 60 

  よって、残りの仕事にＡがかかる時間

は、 

   60 ÷⑤＝12(分) 

  よって、全部でかかった時間は、 

   15＋12＝27(分) 

   

 

13 全体の仕事量を 20 と 30 の LCM の 60

とすると、 

   60 ÷20＝③･･･Ａの１時間の仕事量 

   60 ÷30＝②･･･Ｂの１時間の仕事量 

   ③＋②＝⑤･･･Ａ＋Ｂの１時間の仕事量 

  ２人で８時間働いてできる仕事量は、 

   ⑤×８＝ 40 

  残りの仕事量は、 

   60 − 40 ＝ 20 

  よって、残りの仕事にＢがかかる日数

は、 

   20 ÷②＝10(時間) 

  よって、全部でかかった時間は、 

   ８＋10＝18(時間) 

 

14 全体の仕事量を 18 と 30 の LCM の 90

とすると、 

   90 ÷18＝⑤･･･Ａの１時間の仕事量 

   90 ÷30＝③･･･Ｂの１時間の仕事量 

  全体の仕事量の
1
3は、 

   90 ×
1
3＝ 30 

  この仕事にＡがかかる日数は、 

   30÷⑤＝６(日) 

  残りの仕事量は、 

   90 − 30 ＝ 60 

  よって、残りの仕事にＢがかかる日数

は、 

   60 ÷③＝20(日) 

  よって、全部でかかった日数は、 

   ６＋20＝26(日) 

 

 

15 全体の仕事量を 12 と 15 の LCM の 60

とすると、 

   60 ÷12＝⑤･･･Ａの１時間の仕事量 

   60 ÷15＝④･･･Ｂの１時間の仕事量 

  全体の仕事量の
2
3は、 

   60 ×
2
3＝ 40 

  この仕事にＡがかかる日数は、 

   40÷⑤＝８(日) 

  残りの仕事量は、 

   60 − 40 ＝ 20 

  よって、残りの仕事にＢがかかる日数

は、 

   20 ÷④＝５(日) 

  よって、全部でかかった日数は、 

   ８＋５＝13(日) 

 

 

 

 

 

 


